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立
体
視
の
世
界

ア
ナ
グ
リ
フ
に
よ
る
地
形
実
体
視

佐
藤
崇
徳

後
藤
秀
昭

田
ア
ナ
ク
リ
フ
と
は
何
か

空
中
写
真
の
実
体
視
(
立
体
視
)
は
、
空
中
写
真
測
量
の
み
な
ら

ず
、
地
理
学
に
お
い
て
も
地
形
や
植
生
、
土
地
利
用
な
ど
の
調
査
研

究
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
地
形
の
実
体
視
が
、
研
究
や
大

学
に
お
け
る
地
理
学
専
攻
生
を
対
象
と
し
た
専
門
教
育
だ
け
で
な
く
、

多
人
数
を
対
象
に
し
た
地
理
教
育
の
実
践
の
場
や
、
学
校
教
育
以
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
も
、
よ
り
活
用
さ
れ
る
た
め
の
技
術
的
な
解
決

策
と
し
て
、
筆
者
ら
は
ア
ナ
グ
リ
フ
に
注
目
し
、
地
形
学
習
用
の
教

材
の
開
発
お
よ
び
授
業
へ
の
導
入
を
試
み
て
い
る
。

ア
ナ
グ
リ
フ
(
A
n
a
g
【
y
p
h
余
色
実
体
視
)
と
は
、
2
つ
の
画
像

を
補
色
関
係
に
あ
る
2
色
を
使
っ
て
1
枚
に
重
ね
た
画
像
を
、
左
右

の
目
で
2
色
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
見
る
こ
と
で
実
体
視
を
行
う

方
法
で
あ
る
。
赤
・
青
の
セ
ロ
フ
ァ
ン
が
張
ら
れ
た
メ
ガ
ネ
を
使
っ

て
立
体
画
像
を
見
た
経
験
の
あ
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

ア
ナ
グ
リ
フ
に
つ
い
て
の
技
術
的
な
情
報
お
よ
び
画
像
の
所
在
情
報

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
ら
に
よ
る
ア
ナ
グ
リ
フ
の
授
業
へ
の

導
入
事
例
を
報
告
し
た
い
。

圀
な
ぜ
ア
ナ
ク
リ
フ
方
式
な
の
か

実
体
視
の
方
法
に
は
い
く
つ
か
あ
る
呼
ア
ナ
グ
リ
フ
は
以
下
に

述
べ
る
よ
う
な
長
所
が
あ
る
。
ま
ず
、
赤
青
メ
ガ
ネ
さ
え
あ
れ
ば
簡

単
に
立
体
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
価
な
実
体
鏡
と
違
い
、

赤
青
メ
ガ
ネ
は
自
作
も
可
能
で
、
既
製
品
も
1
個
1
0
0
円
弱
で
購

入
で
き
る
。
ま
た
、
特
殊
な
表
示
装
置
な
ど
も
必
要
と
し
な
い
。

ア
ナ
グ
リ
フ
の
た
め
に
は
画
像
を
加
工
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
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庭
感
覚
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
山
の
手
の
台
地
を

刻
む
谷
な
ど
の
地
形
が
詳
し
く
観
察
で
き
る
。
地
形
形
成
に
関
す
る

解
説
な
ど
も
カ
ラ
フ
ル
な
一
般
向
け
の
本
に
し
て
は
充
実
し
て
お
り
、

本
を
片
手
に
東
京
を
歩
き
た
く
な
る
内
容
で
あ
る
。
今
後
、
こ
う
し

た
出
版
物
も
増
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

臨
　
ア
ナ
ク
リ
フ
を
見
る

ア
ナ
グ
リ
フ
を
見
る
に
は
対
応
す
る
色
眼
鏡
が
必
要
で
あ
る
。
一

般
に
「
赤
青
メ
ガ
ネ
」
と
い
う
が
、
ア
ナ
グ
リ
フ
は
補
色
関
係
に
あ

る
(
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
)
　
2
色
を
使
用
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
の
で
、

赤
土
目
の
組
み
合
わ
せ
と
は
限
ら
な
(
撃
当
然
、
画
像
に
対
応
す
る

色
の
メ
ガ
ネ
で
な
け
れ
ば
正
し
く
見
る
こ
と
は
で
き
な
(
撃
今
日
で

は
、
光
の
三
原
色
(
赤
・
緑
・
育
)
を
2
つ
に
割
り
振
っ
た
赤
-
シ

ア
ン
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
同
じ
く

赤
・
緑
・
青
の
組
み
合
わ
せ
で
色
を
扱
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
の
処

理
に
も
適
し
て
お
り
、
ま
た
、
三
原
色
を
す
べ
て
使
う
の
で
、
単
色

表
現
の
み
な
ら
ず
カ
ラ
ー
ア
ナ
グ
リ
フ
も
可
能
で
あ
る
。
現
在
で
は

「
赤
青
メ
ガ
ネ
」
と
い
っ
て
も
赤
-
シ
ア
ン
の
場
合
が
多
い
。
本
稿

で
も
赤
-
シ
ア
ン
の
メ
ガ
ネ
を
「
赤
青
メ
ガ
ネ
」
と
表
現
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

赤
青
メ
ガ
ネ
　
(
左
目
が
赤
、
右
目
が
シ
ア
ン
)
　
は
、
通
信
販
売
な

ど
で
1
個
百
円
程
度
で
購
入
で
き
る
。
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
員
っ
て
き
て

自
作
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
透
過
率
な
ど
に

よ
っ
て
見
え
や
す
さ
、
目
へ
の
負
担
が
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
く
る

の
で
、
自
作
さ
れ
る
場
合
も
、
ま
ず
は
き
ち
ん
と
し
た
既
製
品
を
1

つ
入
手
さ
れ
て
、
そ
れ
を
参
考
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

画
像
が
立
体
的
に
見
え
る
原
理
自
体
は
裸
眼
実
体
視
や
実
体
鏡
を

使
う
方
法
と
同
じ
で
あ
り
、
赤
青
メ
ガ
ネ
で
画
像
を
正
面
か
ら
見
る

と
実
体
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
横
か
ら
見
た
り
、
机
の
上
に
置
い

て
手
前
か
ら
斜
め
に
見
る
の
で
は
正
し
く
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
画

像
を
上
下
逆
さ
ま
に
し
た
り
、
赤
青
メ
ガ
ネ
の
左
右
を
逆
に
す
る
と

凹
凸
が
逆
転
し
て
し
ま
う
の
で
、
見
え
方
が
お
か
し
い
場
合
に
は
お

確
か
め
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
ア
ナ
グ
リ
フ
を
利
用
さ
れ
る
際
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い

の
だ
が
、
ア
ナ
グ
リ
フ
は
多
く
の
人
は
と
っ
て
は
簡
単
に
実
体
視
で

き
る
方
法
で
あ
る
が
、
身
体
的
な
理
由
か
ら
困
難
な
人
も
い
る
。
色

盲
・
色
覚
異
常
な
ど
と
呼
ば
れ
る
色
覚
の
特
性
を
も
つ
方
に
は
、
ア

(〓)

ナ
グ
リ
フ
に
よ
る
実
体
視
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
左
右
の

視
力
が
極
端
に
違
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、
ア
ナ
グ
リ
フ
に
限
ら

ず
ど
の
方
法
で
あ
っ
て
も
立
体
視
が
不
可
能
で
あ
る
。
学
校
教
育
な

ど
に
お
い
て
実
体
視
を
取
り
入
れ
る
場
合
に
は
、
視
覚
バ
リ
ア
フ
リ

ー
へ
の
配
慮
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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園
ア
ナ
ク
リ
フ
を
作
る

ア
ナ
グ
リ
フ
画
像
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
容
易
に
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
2
枚
1
組
の
画
像
か
ら
ア
ナ
グ
リ
フ
に
変
換
し
て

く
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い

る
・
例
え
ば
・
w
i
己
。
W
S
用
に
は
「
A
n
星
y
p
-
】
M
a
翫
」
、
「
ス

(
1
1
J
)

テ
レ
オ
フ
ォ
ト
メ
ー
カ
ー
」
な
ど
が
あ
る
。
ス
キ
ャ
ナ
を
使
っ
て
空

中
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
か
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
入
手
す
れ
感

こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
簡
単
に
ア
ナ
グ
リ
フ
が
作
成
で
き
る

(
図
1
)
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
標
高
デ
ー
タ
か
ら
地
形
の
ア
ナ
グ
リ
フ
を
作
成

す
る
方
法
も
あ
る
。
例
え
ば
、
M
a
c
i
n
t
O
S
h
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

(

1

5

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

1

6

)

「
数
値
地
図
ビ
ュ
ー
ア
」
　
で
は
、
国
土
地
理
院
刊
行
の
標
高
デ
ー
タ

か
ら
段
彩
陰
影
図
や
鳥
取
図
の
ほ
か
に
、
実
体
視
用
の
画
像
を
作
成

(
1
7
)

で
き
る
。
ま
た
、
「
S
i
m
p
【
e
D
E
M
く
i
e
w
e
r
」
　
で
は
、
G
T
O
P
O
U
O

(
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
地
質
調
査
所
が
提
供
す
る
全
世
界
の
標
高
デ
ー

タ
)
な
ど
無
料
で
入
手
で
き
る
海
外
の
標
高
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
実

体
視
用
の
画
像
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
素
材
を
用
意
す
る
だ
け
で

誰
で
も
簡
単
に
ア
ナ
グ
リ
フ
を
作
成
し
て
、
任
意
の
地
域
の
地
形
を

実
体
視
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
空
中
写
真
の
ほ
か
多
様
な
ス
ケ

ー
ル
の
デ
ジ
タ
ル
標
高
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
地
形

か
ら
大
地
形
ま
で
ア
ナ
グ
リ
フ
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿

を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
の
な
か
に
、
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
筆
者
ら
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で

あ
る
。
ア
ナ
グ
リ
フ
の
作
成
方
法
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
な
ど
は
、
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図1アナグリフ作成ソフト「AnaglyphMaker」の操作画面
[LoadLeftImage]ボタンをクリックして左目用の画像を,[LoadRight
Image]ボタンで右目用の画像を開き,[Make3Dimage]ボタンをクリッ
クするだけで,アナグリフを作成することができる.図中に使用した空中写
真画像は,国土交通省による国土画像情報(カラー空中写真).
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(
1
9
)

拙
疎
や
筆
者
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

カ
ラ
ー
ア
ナ
グ
リ
フ
の
作
成
も
技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
色
調
に

よ
っ
て
は
実
体
視
が
見
づ
ら
い
場
合
も
あ
る
。
と
く
に
カ
ラ
ー
情
報

を
必
要
と
す
る
場
合
を
除
け
ば
、
白
黒
画
像
に
変
換
し
た
う
え
で
ア

ナ
グ
リ
フ
に
加
工
し
た
ほ
う
が
実
体
視
に
は
適
し
て
い
る
。

圃
　
ア
ナ
ク
リ
フ
を
授
業
に
取
り
入
れ
る

筆
者
ら
は
、
地
理
教
育
に
お
け
る
ア
ナ
グ
リ
フ
の
有
効
性
を
実
証

す
る
た
め
に
、
授
業
へ
の
ア
ナ
グ
リ
フ
の
導
入
を
試
行
し
た
。

後
藤
は
、
勤
務
校
で
あ
る
福
島
大
学
で
の
自
然
地
理
学
の
講
義
に

ア
ナ
グ
リ
フ
を
導
入
し
璽
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
方
法
を
と
り
、
学
生
た
ち
は
赤
青
メ
ガ

ネ
で
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
る
こ
と
に
よ
り
実
体
像
を
得
た
　
(
写
真
1
)
。

1
セ
メ
ス
タ
ー
を
通
じ
て
随
所
で
ア
ナ
グ
リ
フ
を
利
用
し
、
空
中
写

真
や
デ
ジ
タ
ル
標
高
デ
ー
タ
に
よ
り
地
滑
り
地
形
、
扇
状
地
、
段
丘

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
の
ア
ナ
グ
リ
フ
を
提
示
し
た
。
東
北
地
方
南

部
の
地
形
の
ア
ナ
グ
リ
フ
で
は
、
奥
羽
山
脈
と
阿
武
隈
山
地
の
地
形

の
違
い
や
、
地
形
が
気
候
に
与
え
る
影
響
の
例
と
し
て
冬
季
の
積
雪

に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
斜
め
空
中
写
真
や
標
高
デ

ー
タ
に
よ
る
鳥
轍
図
、
地
上
撮
影
の
写
真
、
地
形
図
も
併
用
し
て
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
し
た
結
果
、
学
生
か
ら

写真1　スクリーンに投影された画像を赤青メガネで実体視する学生たち

も
好
評
で
あ
っ
た
。
な
お
、
現
在
は
赤
青
メ
ガ
ネ
を
必
携
の
教
材
と

し
て
受
講
生
に
購
入
さ
せ
、
授
業
で
使
用
し
た
画
像
は
す
べ
て
印
刷

し
て
配
付
し
、
復
習
に
役
立
た
せ
て
い
る
。

佐
藤
は
、
勤
務
校
で
あ
る
沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校
の
地
理
の
授
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業
に
お
い
て
ア
ナ
グ
リ
フ
を
導
入
し
た
。
高
校
の
教
科
書
で
も
扱
わ

れ
る
典
型
的
な
地
形
の
洵
と
し
て
、
扇
状
地
や
河
岸
段
丘
、
洪
積
台

地
な
ど
を
題
材
に
、
空
中
写
表
の
ア
ナ
プ
リ
フ
と
地
形
図
を
セ
ッ
ト

で
掲
載
し
た
プ
リ
ン
ト
を
学
生
に
配
付
し
た
:
プ
リ
ン
ト
の
場
合
、

空
中
写
真
を
実
体
祝
し
な
が
ら
指
で
な
ぞ
っ
た
り
、
嶺
斜
変
換
線
や

尾
鮫
線
・
谷
粒
な
ど
を
書
き
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
　
(
写
真
2
)
。

中
学
校
の
地
理
の
授
業
で
の
例
と
し
て
、
福
島
大
学
附
属
中
学
校

(ご)

で
の
授
業
実
践
を
ご
紹
介
し
た
い
。
こ
の
授
業
で
は
、
「
洪
水
と
地

形
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
ア
ナ
グ
リ
フ
で
の
実
体
視
に
よ
り
生
徒
に
旧

河
道
の
判
読
を
お
こ
な
わ
せ
た
。
過
去
の
洪
水
時
の
浸
水
実
績
図
や

写真2　赤青メガネで実体祝しながら傾斜変換
線を措き入れる

写真3　巡検でのアナグリフの利用

作
成
時
期
の
異
な
る
地
形
図
と
の
重
ね
合
わ
せ
に
よ
り
、
地
形
と
浸

水
域
の
関
孫
、
旧
河
道
に
お
け
る
宅
地
化
の
進
行
な
ど
を
と
ら
え
さ

せ
た
。こ

の
よ
う
に
ア
ナ
グ
リ
フ
は
、
多
く
の
人
が
簡
単
に
同
時
に
実
体

祝
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ク
リ
ー
ン
投
影
や
印
刷
配
付
な
ど
提
示

方
法
に
も
自
由
度
が
あ
る
。
ま
た
、
紙
に
印
刷
す
れ
ば
、
実
体
視
を

し
な
が
ら
書
き
込
む
こ
と
な
ど
が
で
き
る
。
.
さ
ら
に
は
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
え
ば
独
自
の
教
材
開
発
も
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
ア
ナ
グ
リ
フ

は
見
か
け
上
1
枚
の
画
像
と
し
て
扱
え
る
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
G

I
S
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
活
用
方
法
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し

た
特
徴
を
生
か
し
て
、
授
業
に
お
い
て
多
様
な
活
用
が
可
能
で
あ
る
。

臨
い
ろ
ん
な
使
い
道
が
あ
る

こ
こ
ま
で
学
校
教
育
へ
の
導
入
に
つ
い
て
事
例
を
ご
紹
介
し
て
き

た
が
、
ア
ナ
グ
リ
フ
は
簡
便
さ
、
低
コ
ス
ト
な
ど
か
ら
、
巡
検
や
市

民
向
け
の
講
演
会
等
で
も
活
用
で
き
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
実

体
鏡
を
持
参
す
る
の
は
、
野
外
で
の
使
用
や
持
ち
運
び
を
考
え
る
と

あ
ま
り
良
い
案
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
点
、
ア
ナ
グ
リ
フ
な
ら
ば
パ

ソ
コ
ン
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
と
赤
青
メ
ガ
ネ
を
持
ち
歩

け
ば
、
ど
こ
で
も
手
軽
に
実
体
視
で
き
る
　
(
写
真
3
)
。
筆
者
自
身
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
持
参
し
た
が
、
従
来
の
地
形
図
片
手
に
現
地
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を
歩
く
の
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
現
地
で
次
々
と
目
に
す
る
地
形
や

水
文
環
境
、
土
地
利
用
な
ど
の
背
景
を
即
座
に
空
中
写
真
の
実
体
視

を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
一
般
の
人
々
に
は
空
中
写
真
自
体
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
く
、

山
や
家
並
み
が
箱
庭
感
覚
で
立
体
的
に
見
え
る
の
を
初
め
て
体
験
す

る
と
、
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
今
日
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
地
形
に
関
わ
る
情
報
は
、
以
前
に
も
増
し
て

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
住
民
の
方
々
に
、
そ
の
地
域
の
地

形
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
正
し
い
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
ア
ナ
グ
リ
フ
は
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
利
用
で
き

ょ
う
。
実
際
に
、
自
治
体
等
が
主
催
し
た
地
震
防
災
の
講
演
会
に
お

い
て
活
断
層
地
形
の
ア
ナ
グ
リ
フ
を
使
用
し
た
が
、
活
断
層
に
つ
い

て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
え
好
評
で
あ
っ
た
。

今
後
、
ア
ナ
グ
リ
フ
が
地
理
学
界
・
地
理
教
育
界
に
普
及
し
、
地

形
実
体
像
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
わ
れ
わ
れ
の
試
み
は
、
大
学
教
育
に
い
ち
早
く
ア
ナ
グ
リ

フ
を
取
り
入
れ
、
地
形
研
究
の
面
白
さ
を
多
く
の
学
生
に
教
え
よ
う

と
さ
れ
た
中
田
高
先
生
(
広
島
大
学
名
誉
教
授
、
広
島
工
業
大
学
教

授
)
　
の
授
業
に
端
を
発
し
て
い
る
。
先
生
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に

お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

[注]
(
1
)
実
体
視
の
方
法
に
は
裸
眼
実
体
祝
、
実
体
鏡
の
使
用
、
ア
ナ
グ
リ
フ
の
ほ
か
、
偏

光
フ
ィ
ル
タ
ー
方
式
、
液
晶
シ
ャ
ッ
タ
ー
メ
ガ
ネ
方
式
、
3
D
対
応
液
晶
モ
ニ
タ
ー

な
ど
が
あ
る
。

(
2
)
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
(
1
9
9
4
)
　
「
数
値
地
図
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
」
に
は
、

ア
ナ
グ
リ
フ
の
画
像
お
よ
び
標
高
デ
ー
タ
か
ら
の
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

(
3
)
h
t
t
p
‥
＼
＼
u
s
e
r
.
n
u
m
a
N
u
l
C
g
c
L
p
＼
J
s
a
t
O
＼
t
s
a
t
O
＼

(
4
)
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
.
i
p
c
.
f
u
k
u
s
h
i
m
a
l
u
.
a
C
旨
＼
.
p
O
N
モ

(
5
)
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
a
t
c
h
i
N
u
.
g
S
i
由
〇
.
j
p
＼
詳
し
く
は
、
本
誌
5
1
巻
3
号
「
地
図
の
立
体
視
で

地
形
を
み
る
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(
6
)
h
t
t
p
‥
＼
＼
s
t
P
捧
a
i
s
t
.
g
O
.
j
p
＼
k
i
y
O
鼓
s
i
m
O
t
O
＼

(
7
)
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
N
c
.
a
i
r
n
e
L
n
e
旨
＼
k
a
w
a
＼

(
8
)
東
京
地
図
研
究
社
(
2
0
0
6
)
　
『
地
べ
た
で
再
発
見
!
「
東
京
」
の
凸
凹
地
図
」

技
術
評
論
社

(
9
)
現
在
使
わ
れ
て
い
る
色
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、
赤
-
シ
ア
ン
、
赤
-
青
、
赤

-
緑
、
黄
-
青
が
あ
る
。
色
彩
の
再
現
性
、
明
る
さ
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
い
っ
た
左

右
の
目
に
入
る
刺
激
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が
あ
る
。
前
章
で
ご
紹
介

し
た
地
理
関
係
の
既
存
の
ア
ナ
グ
リ
フ
の
大
半
は
赤
-
シ
ア
ン
で
あ
る
が
、
国
土
地

理
院
の
も
の
は
少
し
異
な
る
配
色
を
採
用
し
て
い
る
。

(
1
0
)
赤
-
シ
ア
ン
の
画
像
を
赤
-
青
の
メ
ガ
ネ
で
見
た
り
、
そ
の
逆
も
不
可
能
で
は
な

い
が
、
見
や
す
さ
を
考
え
れ
ば
本
来
の
対
応
す
る
メ
ガ
ネ
を
使
う
の
が
よ
い
。

(
1
1
)
　
ア
ナ
グ
リ
フ
の
場
合
、
色
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
ま
っ
た
く
関
係

な
い
。
ア
ナ
グ
リ
フ
で
は
、
赤
～
黒
や
シ
ア
ン
～
黒
の
明
度
の
違
い
を
と
ら
え
る
こ

と
が
、
実
体
祝
の
た
め
に
必
要
と
な
る
。
日
本
人
男
性
の
場
合
、
約
5
%
が
色
覚
異

常
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
の
人
が
ア
ナ
グ
リ
フ
に
よ
る
実
体
視
が
で
き
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
色
覚
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
≦
s
c
h
c
c
k
」
を
使

用
し
た
結
果
か
ら
は
、
実
体
祝
は
可
能
と
推
測
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
実
体

錠
を
数
台
用
意
し
て
お
く
こ
と
な
ど
で
対
応
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

(
ほ
)
関
谷
隆
司
氏
(
本
誌
特
集
記
事
執
筆
)
作
成
。
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
.
s
t
e
r
e
O
e
y
e
.
j
p
＼
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

(
1
3
)
む
っ
ち
ゃ
ん
は
か
作
成
。
h
t
t
p
‖
＼
＼
s
t
e
r
e
O
.
j
p
n
.
〇
r
れ
＼
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

(
1
4
)
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
が
整
備
し
た
国
土
画
像
情
報
(
カ
ラ
ー
空
中
写
真
の
画

像
デ
ー
タ
)
　
は
、
国
土
情
報
ウ
ェ
ブ
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
h
t
t
p
.
・
＼
＼
w
U
】
a
n
d
.
m
F
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写
j
p
＼
W
を
G
-
S
＼
で
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
.
.
ま
た
、
国
土
培
琵
琶
捏
影
の

空
中
写
真
は
、
(
財
)
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
る
。

(
ほ
)
片
柳
由
明
氏
作
成
。
h
吾
‥
＼
＼
w
w
w
.
冨
〇
h
.
j
p
＼
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

(
1
6
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
「
数
偵
地
図
∽
m
メ
ッ
シ
ュ
　
(
標
高
)
」
(
全
回
を
C
D
3

枚
で
収
録
、
1
枚
7
5
0
0
円
)
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
2
5
0
m
メ
ッ
シ
ュ
　
(
全

国
を
1
枚
に
収
録
)
、
5
m
メ
ッ
シ
ュ
　
(
大
都
市
の
み
)
な
ど
が
あ
る
。

(
1
7
)
前
掲
(
1
5
)

(
1
8
)
後
藤
秀
昭
・
佐
藤
崇
徳
(
2
0
0
3
)
　
ア
ナ
グ
リ
7
両
像
に
よ
る
地
形
実
体
像
の

共
有
と
地
理
教
育
で
の
利
用
　
福
島
地
理
論
集
　
第
4
6
号
、
6
1
-
槌
頁

(
1
9
)
前
掲
(
3
)
お
よ
び
(
4
)

(
加
)
前
掲
(
1
8
)

(
飢
)
佐
藤
崇
ほ
(
2
0
0
3
)
　
ア
ナ
グ
リ
フ
に
よ
る
地
形
実
体
視
の
地
理
教
育
で
の
活

用
　
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
　
第
億
号
、
2
8
3
貢

(
2
)
後
藤
秀
昭
二
二
滴
昂
也
・
初
澤
敏
生
(
2
0
0
5
)
　
ア
ナ
グ
リ
7
画
像
を
利
用
し

た
中
学
校
で
の
地
理
授
業
　
福
島
大
学
教
育
実
践
研
究
紀
要
　
第
4
8
号
、
2
5
1
3
1
亘

さ
と
う
た
か
の
り
・
国
立
沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校
教
養
科
講
師
　
1
9
7
2
年
広
島

県
生
ま
れ
。
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
修
了
。
地
理

教
育
で
の
I
T
活
用
や
地
形
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
本
誌
、
現
巻
1
号
「
海
底
地

形
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
」
、
5
1
巻
1
号
特
集
‥
G
I
S
を
ど
う
使
う
か
?
「
授
業
で
G
I
S

を
使
わ
な
い
ワ
ケ
」
を
執
筆
。

ご
と
う
ひ
で
あ
き
・
福
島
大
学
人
間
党
達
文
化
学
類
助
教
授
　
1
9
7
1
年
広
島
県
生

ま
れ
。
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
修
了
。
博
士
(
文

学
)
。
変
動
地
形
学
、
活
断
層
研
究
が
専
門
。
空
中
写
真
に
よ
る
断
層
変
位
地
形
の
判
読

が
得
意
。
「
四
国
の
中
央
構
造
線
活
断
層
系
-
詳
細
活
断
層
線
分
布
図
と
資
料
-
」
広
島

大
学
総
合
地
誌
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
叢
書
3
5
号
を
執
筆
。
国
土
地
理
院
発
行

「
1
‥
2
5
0
0
0
都
市
圏
活
断
層
図
」
の
作
成
に
従
事
。
文
部
科
学
省
地
震
調
査
推
進

本
部
専
門
委
貝
。

白
田
近
の
「
立
体
視
」
関
連
記
事
≡
≡
≡
三
至
≡
≒
≡
≡
l
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
宝
≡
≡
≡
≡
l
l
≡
≡
≡
ニ

▼
5
1
巻
3
号
　
紹
介
記
事

地
図
の
立
体
視
で
地
形
を
み
る
　
-
　
国
土
地
理
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
地
図
の

立
体
視
サ
ー
ビ
ス
　
(
カ
ラ
ー
立
体
地
図
付
)
(
根
本
正
美
・
丹
羽
俊
二
)

▼
5
0
巻
6
号
　
特
集
「
新
潟
県
中
越
地
震
」
コ
ラ
ム

立
体
映
像
を
活
用
し
た
災
害
記
録
の
試
み
(
カ
ラ
ー
立
体
写
真
付
)
　
(
中
村
広
幸
ほ

か
)

▼
4
6
巻
7
号
　
特
集
「
立
体
視
が
で
き
る
」
(
販
売
期
間
終
了
)

立
体
視
と
写
真
判
読
の
歩
み
(
佐
藤
久
)
/
立
体
視
技
術
の
必
要
性
と
応
用
(
高
橋

学
)
/
研
究
と
立
体
視
(
川
瀬
久
美
子
)
/
立
体
視
の
教
え
方
(
成
瀬
敏
郎
)
/
立
体
視

の
実
践
.
(
山
川
克
己
)
/
土
木
・
建
設
専
攻
学
生
の
立
体
視
実
習
(
柴
原
俊
昭
)

▼
連
載
「
変
わ
る
国
土
」
隔
月
‥
奇
数
月
掲
載
(
赤
桐
毅
一
)

渡
良
瀬
川
遊
水
地
(
4
9
巻
9
号
‖
品
切
)
/
三
条
市
7
・
1
3
水
害
(
1
1
号
‥
在
庫
僅

少
)
/
新
潟
県
中
越
地
震
(
∽
巻
1
号
)
/
千
葉
市
土
気
(
3
号
)
/
鹿
島
港
(
5
号
)

/
守
谷
(
7
号
)
/
足
尾
山
地
(
1
1
号
)
/
水
郷
佐
原
(
5
1
巻
1
号
‖
在
庫
僅
少
)
/
水

戸
(
3
号
)
/
日
高
市
(
5
号
)

▼
連
載
「
日
本
の
開
発
と
環
境
」
隔
月
‥
奇
数
月
掲
載
(
赤
桐
毅
一
ほ
か
)

3
6
巻
1
1
号
(
1
9
9
1
年
)
～
4
9
巻
7
号
(
2
0
0
4
年
)
　
全
7
6
話
(
販
売
期
間
終

了
)

古
今
書
院
の
お
す
す
め
す
る
立
体
視
ア
イ
テ
ム

児
童
・
生
徒
・
初
心
者
に
立
体
写
真
を
み
せ
る
な
ら
-
・

簡
易
実
体
鏡

空
中
写
真
判
読
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
立
体
視
を
す
る
な
ら
-
・

ス
テ
レ
オ
ミ
ラ
ー
ビ
ュ
ー
ワ

3

3

6

0

円

3

1

5

0

円
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